
第4号正誤表
頁 行 ・箇所 飢 泥 備 考

1頁 II行目 斎Ii釦良治 正式には齋藤。以下、同じ。

1頁 20行目
斉惜n田『n藤柄秋困」良迫城9貝]冶塚猜●～のm（（袢柳地l,沼沢, ( 9 か( 9糾（ 

田柄貝塚（i餅沼ほか1986) 引用文献欄も刊行年『IIl:
1頁 21行目 ほか1994) 摺萩ii'!跡（柳沢ほかHJ90) 引用文献/liilも刊行年『fIE

26頁 引用文liil:9行目
と歴史』 l 『宮城県の地念理と歴史』田邊一郎

先生遠II討記諭文集 J)JJ,191-202

26頁 引川文献12行目
後藤勝彦19ti0「宮編城県名取市金剛寺
貝塚出土の土僻 年について」

後藤寺勝彦1960「宮文城土県名取市泊究j館金
剛貝塚出土縄式僻の研 」

26頁 引用文献19行目
斉ii哨良治1968「陸式前地方縄文文化後
期後半の土僻型 について」

斎Iり藤良治1968「陸・1[前地方縄文文化後
後半の土料編 についてj

32頁 19行目 一迫町」：ノ1l1A逍跡 一辿町上ノJ原Ail'.l跡
39頁 第15図キャプション 川北1屑IIコ逍跡 Jl/:ltfllllコ逍跡
41頁 9行目 上ノ山A追跡 9こノ ／J~ A追跡
60j釘 23行目 ifiili •骨合l 海綿骨針 以下、同じ。
6l j{ 2行I戸l (1王子・坂本． 1985) （庄子敦ほか． 1988)

9木細祁村99泊9リ●二を~ほ9まかか暉59俊,.9児999軍『叩＇澤8―●ふ如i典93下，塚思・八7’『9岩次器次次第99'戸叩曲、9応人飯潤茫見窪耐444次成●釘田皿都’『●泰叫』政」力，’南0,’,’●元l跡『小たほ角区内●●か9梵泉」岐9［小I9釦文也遺窄此『90一宮泉店9跡阻化9占9械迫城9蔵『9丘』財収宮4蹄県県文躙柑仙硝城1仙』仙化査性告台代屎台0台,報轡9市出ITT9中暉仙台市却』文告印期『●台,苔江田i,化9辺[市l文U,報治u辺財●9酌m辺化告勝市曲包肋跡叫母9』文紅9含．:1miXV 宮吋化1x府杯江9』械財告I●工●』0m函苔凩9ー9^こ●i台文官第l』苔治・木市i怜邸化l臼平l第市台文狙財告城2辺市文化洞92県訟暉9文財化●第文"詞化財報p9』化9p紐財酉告9財"9●，9調前苔OO戸甜五9告第~,背9,報告白99文報S4古告第399告L染苔第'9"り国如9J4染第95上暉9p9 6’nUf↓品4こ9、・臼2～9硝菊～⑳汲秘

後嗜藤秀一 ・村田

〈引用 ・順参考文充献〉
裕彦樹 1991 

69頁
五十音に補

酋弘 ・ 吾安且田辺昭三 1ns1 
洋ほか

光ー 1998 
恨恨ー..佐ii柊
- 198(1 

80頁 図2キャプション （古Ill・ 1994) （古111.1993) 以下、同じ。

96頁 引用・参考文献 lfil弓l 「天平i蛍金逍跡」涌谷町教育委員会 『天平産金逍跡』涌谷町・黄金山神社

117頁 22行目 クリーパー クリーバー

121頁 10行目 渡辺直径 (1966) 渡辺直経 (1966) 正式には渡澄直経。以下、同じ。

122頁 表中 vrB P. vr.B.P. 以下、同じ，

126頁 22行El 渡辺直瑾径l966研「縄究文」および弥生時代の''C
年代」 I叫紀 第5巻第4~5号

渡辺匝経噌1966 r縄文および弥生時代のC"
年代」 1!!I紀研究」第5巻第3-4号

129頁 30行目 同一1む19本 同一個体
129頁 32行目 緑閉 緑青

141頁 8行目 捏沿 ねつ造 以下、同じ。

144頁 19行l弓l 紆i向が伺える 傾向が窺える

156頁 32行目 玉逝1祥岩出1.lI町 玉浩郡岩出山町
165頁 22行目 石淵検討班、れ1報班 石器検討チーム、 ti'/報沢料閥在チーム 以下、同じ。

166頁 7行l戸l 次ぎの 7点 次の 7点

168頁 25行目 同通めぐり 堂々めぐり
169頁 13行目 タチカルシナイ タチカルシュナイ

172頁 19行目 上高森辿跡を初め 上高森逍跡を始め
173頁 8行目 出土状況の異1)1 出土状況の異常
185頁 31行目 考古学の後身 考古学の後進

218頁 組織園 事会 (6名） 総務幹事会 (4名） 2000年度から。以下、同じ。

218頁 組織図 事会 (6名） 企画幹事会 (8名）

218頁 組織図 ―会 (6名） 会誌幹事会 (5名）

218頁 組織l忍I 述絡紙幹事会 (6名） 連絡紙幹事会 (7名）

裏表紙 CONTENTS13行目 C-14 Dates '~c Dales 


